
第 1回 北広島市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

日 時 平成 30 年 6 月 7 日（木）19：15～21：00 

場 所 北広島市役所 5 階 委員会室 

出席委員 

安孫子章平委員・伊藤正秀委員・今井良成委員・奥田正幸委員 

北村晃久委員・小早川俊哉委員・土田孝行委員・三熊秀範委員 

吉田住代委員・和田光正委員             （五十音順） 

欠席委員 なし 

事 務 局 
中屋保健福祉部長・三上高齢者支援課長・柄澤高齢者・障がい者相談担

当参事・浜山主査・五十嵐主査・後藤主任・岩澤主事 

傍 聴 者 なし 

会議次第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長挨拶 

４ 運営委員会委員・事務局紹介 

５ 共通議事（※１） 

（１）委員長（会長）及び副委員長（副会長）の選出 

  （２）議事録署名委員選出 

  （３）運営委員会の運営並びに公開等について 

６ 個別議事 

  （１）報告案件 

     平成 29 年度地域包括支援センター運営報告 

  （２）審議案件 

平成 30 年度地域包括支援センター運営方針（案） 

  （３）その他 

７ 閉会 

 

 

 

 

 

※１ 地域密着型サービス等運営委員会と同時開催のため 



 

１ 開会 

 委員 10 名中 10 名が参加。委員の半数が出席していることにより、会議成立。 

 

２ 委嘱状交付 

 市長より、委員の委嘱状の交付 

 

３ 市長挨拶 

 市長より挨拶 

 

４ 運営委員会委員・事務局紹介 

 各委員、事務局紹介 

 

５ 共通議事 

（１）委員長及び副委員長の選出 

  委員より事務局一任の声があったことから、委員長に伊藤委員、副委員長に今井委員が 

選出され、承認された。 

 （２）議事録署名委員選出 

  事務局案を諮り、安孫子委員を第 1 回運営委員会会議録の署名委員としたい旨提案し、 

了承された 

 （３）運営委員会の運営並びに公開等について 

  〈事務局より会議次第に沿って説明〉 

  委員から異議等がなく了承された。 

 

６ 個別議事 

 （１）報告案件 

    「平成 29 年度地域包括支援センター運営報告」 

   〈事務局及び各高齢者支援センター管理者より資料１に沿って説明〉 

 

 （２）審議案件 

「平成 30 年度地域包括支援センター運営方針（案）」 

   〈事務局及び各高齢者支援センター管理者より資料２に沿って説明〉 

   

 

 

会議録 



〈質問・意見〉 

 【A 委員】 

  ・運営上、スタッフの疲弊がないかの現状把握は重要と考える。高齢者支援セン 

タースタッフの時間外勤務の状況を、市として把握しているか。 

    【事務局】 

     ・毎月、支援が頻回な事例があることは認識しているが、時間外勤務時間数の報 

告をもらう仕組みはない。 

    【きた高齢者支援センター】 

     ・法人として年 1 回の健康診断とストレスチェックを受けている。業務もでき 

るだけ時間内に行えるよう効率化を図っている。リフレッシュ休暇も全職員が 

取れるように調整をしている。 

    【Ａ委員】 

     ・少ない人数で運営していることから、スタッフの健康維持は重要である。今後、 

相談件数だけではなく、4 カ所の合計でもよいので、時間外対応が何件あったか 

も報告していただきたい。 

    【事務局】 

     ・次年度の報告に向け見直したい。 

【Ｂ委員】 

 ・にし高齢者支援センターで行われている空き家等を活用した取り組みと、きた 

高齢者支援センターの「コグニサイズ」の意味、みなみ高齢者支援センターの「ケ 

アニン」というものと、「心結（ゆい）カフェ」の名前の意味を、もう少し詳し 

く説明いただきたい。 

【にし高齢者支援センター】 

 ・空き家等を活用した地域活動は 2 カ所ある。一つは使わなくなった自宅を地域 

 に開放したいという申し出から始まった。地域の様々な方々が話し合いをしな 

 がら何をするかを決めるというコンセプトで動いている。中心地にある大曲会 

 館にはなかなか行けない人が集まれる場所で、週 1 回、いきいき百歳体操や、ふ 

 まねっとなどを行っている。もう一つは、ヘルパーの事業所が事務所を開放し、 

 週３回行っている。1 回に４～5 人の地域の方が歩いてやってきて、自宅の居間 

のような空間でテーブルを囲んで食事をしたり、話をしたりしている。家族のよ 

うに一人ひとりとゆっくり話せるよい空間になっている。 

    【みなみ高齢者支援センター】 

 ・「ケアニン」は映画の題名で、介護の仕事を示すケアと職人のニンを合わせた 

造語で、介護福祉士を目指す若者が看取りの介護を経験し成長していく物語で 

ある。「心結（ゆい）カフェ」は、元々、介護している方々が思いを語り合い、 

温かい心を結ぶ場として「ホット心結（ゆい）の会」という家族の集いを行って 



いたものを、29 年度からは、介護を卒業した経験者が聞き役となり、誰でも気 

軽に相談に来られる場としてカフェ形式に変更したため、名称が「心結（ゆい） 

カフェ」となった。 

【きた高齢者支援センター】 

 ・「コグニサイズ」とは、コグニション（頭を動かすこと）とエクササイズを組 

み合わせた造語で、愛知県の国立長寿医療研究センターが開発されたもの。例え 

ば、ステップを踏みながら暗算やしりとりをするなど、同時に動かそうというも 

の。センターとしては、グループで行うことで軽度の認知症予防に役立てている。 

【C 委員】 

 ・にし高齢者支援センターの活動で、老人クラブや町内会への関わりがあるよう 

だが、町内会の動きや体制が、昨年度と比較してどのように変化しているか、特 

徴的なことがあれば伺いたい。町内会の活動は停滞してきていると感じるが、市 

はますます町内会と連携していく必要があると思っている。 

【にし高齢者支援センター】 

 ・町内会には依頼があって伺っている。全ての町内会に行けてはいないが、役 

員の担い手がいないということを必ず聞く。安定した活動ができている町内会 

は、何年も同じ人が役員をしていて、高齢者支援センターとしても連携が図りや 

すい。以前は、町内会に困りごとがあると、市に何とかしてもらいたいという雰 

囲気があったが、地域活動がうまくいっている町内会長さんと話をすると、自分 

たちの地域は自分たちで何とかしようという意識がとても高い。良い取り組み 

を町内会単位で情報交換する機会がないので、良い活動が真似できるように、話 

し合いができる機会を作れないものかと思案している。 

【D 委員】 

 ・市の第 7 期介護保険事業計画の中に、自分らしい生活を送ることができるとあ 

るが、どのようにとらえているだろうか。身体が動きにくくなったり、思うよう 

に生活できなくなると介護の方に重点がおかれるが、心に寄り添うような取り 

組みをどのようにしているかが報告には見えてこなかった。自分は 10 年前に北 

広島市初の音楽療法士となり、この地に音楽療法を広めたいと思っているが、ま 

だ十分にわかっていただけていないと感じている。その人らしさという心の部 

分に入っていく方法として、機会があれば、お話もできるのでどんどん取り入れ 

ていただきたい。 

【会長】 

 ・要望として伺う。各高齢者支援センターは、活用できる場があれば活用してほ 

しい。 

【E 委員】 

 ・総合事業が始まり、これまでのサービスから総合事業に切り替える方は多いの 



かそれとも少ないのか。また、今後、総合事業においては、需要を満たせるだけ 

の受け皿が用意できるのか。 

【事務局】 

 ・平成 29 年度から、介護予防日常生活支援総合事業が始まり、国が一律で定め 

た介護給付サービスから、市町村が独自で基準を定められる総合事業に移行し 

たところだが、現実は、これまで予防給付で行われていた訪問介護や通所介護と 

同じサービスを引き続き利用している方が多い。今後どのように推移していく 

かはしっかりと検証していかなくてはならないと考えている。また、サービスの 

充足については、札幌市に隣接し地理的に有利な環境ではあるものの、介護サー 

ビス全体に人材不足が続き、人材確保に苦慮している。特にヘルパー職が足りず、 

サービス提供を依頼しても断られるケースも生じているため、市としてもしっ 

かり支援していかなくてはならないと考えている。 

【会長】 

 ・予算に関する書式は誰が定めているのか。ひがし高齢者支援センターの平成 29 

年度決算をみると、支出が 65 万円ほど予算を上回っているがどうか。 

    【事務局】 

     ・様式は市がフォーマットを作成し、各高齢者支援センターの法人に依頼し数字 

を計上してもらっている。 

 【ひがし高齢者支援センター】 

  ・赤字が 65 万円ほどあるのは、職員の入れ替わりがあったため、給与が多く支 

払われたものだと思うが、その他の要因は、法人が主に予算管理をしているため 

把握できていない。 

    【会長】 

     ・市はこの決算をどのように考えるのか。 

    【事務局】 

     ・毎年、運営法人と意見交換をしている中では、委託料が大幅に不足していると 

か、増額を要求したいという話は伺っていない。 

    【会長】 

     ・法人ともやり取りしているということで理解する。平成 29 年度地域包括支援 

センターの事業報告と決算について、承認しただければ拍手をお願いしたい。 

      （拍手多数）ありがとうございます。 

 

 （２）審議案件 

「平成 30 年度地域包括支援センター運営方針（案）」 

   〈事務局及び各高齢者支援センター管理者より資料２に沿って説明〉 

 



〈質問・意見〉 

 【A 委員】 

  ・委託料はそもそも何を基準に積算されるのか。ひがし高齢者支援センターで平 

成 29 年度決算が赤字だったが、その委託料が当初の委託料から減額されている 

のはどうしてか。 

    【事務局】 

     ・ひがし高齢者支援センターの委託料の減額については、委託の要件に、三職種 

を配置することとなっているが、三職種が揃っていない期間があったため減額 

となっている。また、委託料の積算は、一人当たりの人件費に対して、三職種が 

何人いるか、プラン作成専任者が何人いるかで全体の人件費を見込み、さらに研 

修費、活動費を合計し、年間に収入として見込めるケアプラン料を、前もって差 

し引いた額を年度当初の委託料として決定し契約している。 

    【Ａ委員】 

     ・委託料は、その年の実績に応じて最終決定するのか。ひがし高齢者支援センタ 

ーは、法人が変更になったので、三職種の配置が足りなくなったのか。 

【事務局】 

 ・年度途中で退職者が出たためであり、法人の変更とは関係はない。 

【Ａ委員】 

 ・委託料は前もって決まっているのではなく、その年の実績に応じて支払うもの 

か。 

【事務局】 

 ・年度の当初に契約を締結している。1 年間にかかるであろう費用を積算し、各 

高齢者支援センターと契約を締結して、年度末に清算することはしていない。ひ 

がし高齢者支援センターについては、年度途中に職員が退職したために、契約の 

中で、これだけの人員を確保しなさいという縛りに対して、欠けた部分があった 

ため、減額処理をしたものである。 

    【会長】 

     ・地域包括支援センターの運営方針案、各高齢者支援センターからの活動計画案 

について、承認するという方は拍手をお願いしたい。（全員の拍手）これで採決 

とさせていただく。その他に何かあれば挙手をいただきたい。 

    【Ｂ委員】 

     ・市に要望したいことがある。私は自治会役員をしているが、高齢化が進み、各 

家庭から相談が役員に持ち込まれることも多くなっている。その中で、市で毎年 

発行している「高齢者サービスガイド」をもっと充実させてほしい。特に、市内 

にどのような町内会や自治会があるのか、どこにも載っていない。ぜひ「高齢者 

サービスガイド」に自治会・町内会の情報を載せていただきたい。 



【会長】 

 ・地域包括支援センターの管轄ではないが、ご意見として受け止めることでよい 

か。 

    【Ｂ委員】 

     ・せっかく、ここに地域包括支援センターの組織も書かれているので、地域の町 

     内会も「ここに相談先がありますよ。」と、わかりやすく盛りだくさんな情報を 

     入れていただきたい。 

    【事務局】 

     ・貴重なご意見、ご要望として伺うこととする。現在平成 30 年度版がすでに印 

刷中のため、平成 31 年度版では、要望も取り入れていけるよう検討していく。 

【会長】 

 ・閉会とする。 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議録署名委員             印 


